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し
っ
と
り
と
霧
雨
降
る

中
、
青お

う
め梅

聖し
ょ
う
て
ん
し
ゃ

天
社
へ
お
参

り
し
て
き
ま
し
た
。

　
鶴
岡
八
幡
宮
西
側
出
口
か

ら
道
路
を
渡
り
、
小
袋
坂
旧

道（
巨こ

ぶ
く
ろ

福
呂
坂
）を
向
か
う

と
坂
の
途
中
に
青
梅
聖
天
社

が
あ
り
ま
す
。
苔
む
し
た
階

段
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
社
、

緑
に
包
ま
れ
た
景
色
が
と
て

も
鮮
や
か
に
見
え
ま
し
た
。

青
梅
聖
天
社
・
歓
喜
天
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（126)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

　
社
に
つ
い
て
新
編
鎌
倉
志

に
「
靑
梅
聖
天
は
、
雪
下
よ

り
小
袋
坂
へ
登
る
左
に
小
坂

あ
り
。
巌い
わ
や窟
の
内
に
聖
天
の

宮
有
。
故
に
坂
を
聖
天
坂
と

云
ふ
。
是
を
靑
梅
の
聖
天
と

云
事
は
、
俗
に
伝
ふ
、
鎌
倉

の
将
軍
、
一
日
疾

や
ま
い

劇

は
な
は
だ

し
ふ
し
て
、
時
な
ら
ず
靑

梅
を
望
ま
る
。

諸
所
を
尋
ぬ

る
に
、
此
宮

の
前
に
俄

に
わ
かに

靑
梅
実
の
る
。

是
を
将
軍
に

奉
て
、
終
に

疾や
ま
い

愈い
へ

ぬ
。

故
に
名
く
と
」

と
あ
り
ま
す
。

将
軍
実
朝
公

（
源
頼
朝
公
説
も
あ
り
）
が

患
い
、
季
節
外
れ
の
梅
を
所

望
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
社

の
樹
に
梅
が
な
り
、
に
わ
か

に
病
が
癒
え
た
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
社
に
は
双そ

う

身し
ん

歓か
ん
ぎ
て
ん

喜
天
が
お
祀
り
さ
れ

て
い
ま
す
。（
現
在
は
鎌
倉

国
宝
館
に
寄
託
所
蔵
）

　
そ
れ
に
し
て
も
目
を
引

く
艶
っ
ぽ
い
お
姿
の
像
で

す
。
身
体
は
人
間
で
す
が
象

面
二
体
は
互
い
に
腰
に
両
手

を
ま
わ
し
て
抱
擁
し
合
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
古
代
神

話
に
登
場
す
る
鬼
神
の
一
種

で
あ
っ
た
も
の
が
、
仏
教
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
仏
教
を
守

護
し
、
障
害
を
除
去
し
、
諸

願
を
成
就
さ
せ
て
く
れ
る
力

を
持
つ
こ
と
か
ら
崇
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
地
域
で
は
夫
婦
和
合
の

利
益
や
峠
を
往
来
す
る
人
々

の
安
全
を
願
っ
て
お
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
将
軍
実
朝
公
を

助
け
た
青
い
梅
、
霊
験
深
い

社
が
往
時
を
偲
び
ま
す
。

　
寄
木
造
、
彫
眼
、
黒
漆
塗
。

像
高
男
天
74
・
６
㎝
、
女
天

74
・
１
㎝
、
南
北
朝
時
代
。

巨
福
呂
坂
町
内
会
所
有
。
鎌

倉
国
宝
館
で
近
々
展
示
予
定
。

ら
見
つ
か
っ
た
漆
器
の
お
椀

や
皿
、
特
大
の
木
製
の
お
櫃

な
ど
の
ほ
か
、
古
い
文
書
、

日
蓮
曼
荼
羅
（
享
保
17
）、

家
紋
入
り
の
か
み
し
も
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
庭
に
は
、
竹
林
、
サ
ク
ラ

や
ウ
メ
、
ク
リ
や
ユ
ズ
な
ど

の
大
木
に
加
え
、
１
０
０
本

以
上
の
バ
ラ
を
植
え
、
新
た

に
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
つ

　
逗
子
市
沼
間
の
桐
ケ
谷
ま

り
さ
ん
が
、
敷
地
内
を
整
備

し
、「
桐
ケ
谷
歴
史
庭
園
」

の
名
称
で
歴
史
史
料
館
と
バ

ラ
園
を
つ
く
っ
た
。
今
年
５

月
か
ら
公
開
し
て
い
る
。

　
源
頼
朝
の
父
、
義
朝
が
邸

を
構
え
た
沼
浜
亭（
沼
浜
城
）

は
、
神
武
寺
へ
の
登
り
口
左

に
あ
る
桐
ケ
谷
家
（
屋
号
は

堀
の
内
）
周
辺
の
「
堀
の
内
」

　
食
欲
・
読
書
・
ス

ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
行

楽
な
ど
、
秋
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
楽
し
め

る
季
節
で
す
▼
先

日
、
子
ど
も
の
運
動
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
「
各
家

庭
か
ら
大
人
２
人
ま
で
」
の

制
限
が
あ
り
、
兄
弟
す
ら
応

援
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
で
し
た
▼
し
か

し
、
今
年
は
制
限
が
緩
和
さ

れ
た
こ
と
で
兄
弟
以
外
の
親

族
ま
で
観
戦
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
▼
昨
年
ま
で
の
写

真
や
動
画
で
の
報
告
と
比
べ

て
、
現
地
の
空
気
に
触
れ
る

こ
と
は
思
い
出
と
し
て
も
、

最
良
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た

▼
鎌
倉
市
内
も
大
渋
滞
に
な

る
ほ
ど
観
光
客
が
戻
っ
て
き

て
い
ま
す
▼
実
際
に
足
を
運

ん
で
も
ら
う
こ
と
で
の
体
験

や
体
感
を
上
回
る
感
動
は
な

い
の
だ
か
ら
…
と
思
い
つ

つ
、
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

な
が
ら
、
不
思
議
な
感
慨
に

ひ
た
っ
て
い
ま
す
。
　（
Ｎ
）

11月

源
頼
朝
父
・
義
朝
の
屋
敷
跡
か

逗
子
の
桐
ケ
谷
歴
史
庭
園

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ａ
も
ろ
い
そ

で
上
野
憲
一
展

アメリーさんの展覧会

パッチワークと
　　アジアの刺繍

辺
と
い
わ
れ
る
。
１
２
０
２

年
（
建
仁
２)

、
北
条
政
子

が
義
朝
の
夢
告
と
称
し
沼
浜

亭
は
解
体
さ
れ
、
鎌
倉
の
寿

福
寺
に
移
築
さ
れ
た
と
『
吾

妻
鏡
』
に
あ
る
。

　
桐
ケ
谷
さ
ん
は
、
文
化
財

を
公
開
し
て
見
て
も
ら
い
、

安
ら
ぎ
の
場
に
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
５
年
ほ
ど
前
か
ら
構

想
を
練
っ
て
き
た
。
２
０
１

桐
ケ
谷
歴
史
庭
園「
か
わ
せ
み
の
家
」

「
茫
洋
」
油
彩
Ｐ
１
０
０
号

く
っ
た
。

　
裏
山
に
、１
６
６
０
年（
万

治
３
）
に
建
立
さ
れ
た
桐
ケ

谷
家
の
墓
地
と
、「
先
祖
や

ぐ
ら
」
と
呼
ば
れ
る
奈
良
時

代
の
横
お
う
け
つ穴
古
墳
（
逗
子
市
指

定
重
要
文
化
財
・
整
備
中
）

が
あ
り
、
土
師
器
・
須
惠
器

類
が
出
土
し
て
い
る
。

　
火
水
木
曜
日
午
後
１
時
半

～
４
時
半
（
７
月
25
日
～
８

月
15
日
、
12
月
25
日
～
１
月

15
日
除
く
）。
入
場
無
料
。

逗
子
市
沼
間
２
―
23
―
24
　

東
逗
子
駅
か
ら
徒
歩
９
分
。

　
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
キ
ル

ト
作
家
・
林
ア
メ
リ
ー
さ
ん

の
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
ア
ジ

ア
の
刺
繍
」
展
が
10
月
22
日

か
ら
１
月
22
日
ま
で
北
鎌
倉

古
民
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開

か
れ
て
い
る
。

　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ

オ
ー
ル
な
ど
の
裁
縫
師
と
し

て
活
躍
し
た
ア
メ
リ
ー
さ
ん

は
、
１
９
６
３
年
、
ギ
・
ラ

ロ
ッ
シ
ュ
の
日
本
橋
三
越
ア

ト
リ
エ
責
任
者
と
し
て
来
日

し
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の

　
▼
宝
物
風
入
　
３
～
５
日

円
覚
寺
・
建
長
寺
。

　
▼
国
宝
舎
利
殿
特
別
公
開

３
～
５
日
円
覚
寺
。

　
▼
北
条
重
時
墓
前
祭
　
３

日
極
楽
寺
。（
３
面
に
詳
細
）

　
▼
丸
山
稲
荷
社
火
焚
祭
　

　
８
日
14
時
、
鶴
岡
八
幡
宮

境
内
の
丸
山
稲
荷
社
。
五
穀

豊
穣
、
無
病
息
災
祈
願
。
鎌

倉
神
楽
奉
納
。

　
▼
写
真
供
養
感
謝
祭
　
12

日
11
～
14
時
、
浄
智
寺
。

　
▼
七
五
三
祈
祷
祭 

15
日
、

女
子
７
歳｢

帯
解
き｣

、
男
子

５
歳｢

袴
着｣

、男
女
３
歳「
髪

置
き
」
息
災
と
幸
福
祈
願
。

　
▼
新
嘗
祭
　
23
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
収
穫
の
感
謝

と
国
の
弥
栄
を
祈
念
。

　
▼
時
頼
忌
俳
句
大
会
　
23

日
関
係
者
の
み
。
建
長
寺
。

　
▼
一
ツ
火
法
要
　
27
日
17

時
開
場
、
整
理
券
配
布
。
遊

行
寺
。
灯
火
を
燈
し
仏
法
甦

り
念
仏
祈
念
。
　

９
年
に
約
千
坪
の
敷
地

に
あ
る
古
い
家
を
解
体

し
、
資
料
館
を
つ
く

り
、
カ
ワ
セ
ミ
が
飛
び

交
う
田
越
川
支
流
の
小

川
に
囲
ま
れ
て
い
る
の

で
「
か
わ
せ
み
の
家
」

と
名
付
け
た
。

　
展
示
室
は
30
畳
（
50

㎡
）
ほ
ど
の
広
さ
で
、

敷
地
内
の
ケ
ヤ
キ
の
切

株
か
ら
作
っ
た
テ
ー
ブ

ル
が
置
か
れ
、
古
い
家

の
離
れ
の
奥
の
茶
箱
か

技
術
を
戦
後
の
日
本
で
初
め

て
指
導
し
た
。
建
築
家
・
林

寛
治
氏
と
結
婚
後
は
、
退
職

し
ア
ト
リ
エ
活
動
を
続
け
て

い
る
。
日
本
の
着
物
に
出
合

い
、
着
物
地
で
服
を
つ
く
る

一
方
で
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作

品
を
発
表
。
２
０
１
９
年
に

同
館
で
着
物
を
使
っ
た
作
品

展
を
開
い
て
い
る
。

　
今
回
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

ほ
か
、
50
年
ほ
ど
前
か
ら
ア

メ
リ
ー
さ
ん
が
収
集
し
て
い

る
ア
ジ
ア
の
刺
繍
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
。

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
。

５
０
０
円
。
同
館
☎
０
４
６

７
・
25
・
５
６
４
１

　
湘
南
で
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
る
洋
画
家
・
上
野
憲
一

さ
ん
が
三
浦
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
Ｈハ

ン

パ

Ａ
Ｎ
Ｐ
Ａ
も
ろ
い
そ
」

で
個
展
を
開
く
。

　
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
美

術
館
の
な
い
街
・
三
浦
で
市

民
の
憩
い
の
空
間
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
元
保
養
所

の
５
階
建
て
の
建
物
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
昨
年
11
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
窓
か
ら

小
さ
な
湾
が
見
渡
せ
る
。

　
上
野
さ
ん
の
こ
の
会
場
で

の
個
展
は
２
回
目
。〝s サ
イ
レ
ン
ト

ilent 
b

バ
ッ
ト

ut b

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

eautiful 

〟の
題
で
、

静
け
さ
の
中
に
美
し
さ
や
強

さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
を
50

点
ほ
ど
展
示
す
る
。

　
11
月
２
日
～
13
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時
。
７
・
８
日

休
館
。
入
場
無
料
。
三
浦
市

三
崎
町
諸
磯
１
８
７
９
―
３

　One's place

　
☎
０
９
０
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